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実験の概要(*3)： 

RFe3(BO3)4(R=rare-earth metal)は磁性イオンとして希土類イオンと鉄イオンを持つマルチ

フェロイック物質である。この中で、容易面型の異方性を持つ CeFe3(BO3)4と SmFe3(BO3)4

に注目した。これらの物質のマルチフェロイック特性と磁気構造の関係を明らかにするため

に、単結晶試料を用いた中性子回折実験を行った。CeFe3(BO3)4では、29K以下で磁気転移に

伴う磁気反射を観測した。この磁気反射に指数付けを行うと、磁気伝搬ベクトルが(0,0,1.5)と

(0,0,1.5±0.05)をもつ 2 つの構造が実現していることが分かった。一方、SmFe3(BO3)4 では

31K 以下で磁気反射を観測した。この磁気反射に指数付けを行うと、磁気伝搬ベクトル

(0,0,1.5)をもつことが分かった。磁気構造解析を行うと磁気モーメントが ab 面内にいる反強

磁性構造であることがわかった。今後、詳細な磁気構造の解析を行い、マルチフェロイック特

性との関係を明らかにする予定である。 
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２ヶ月以内に物性研 ISSP-NSL Database (http://quasi.issp.u-tokyo.ac.jp/db/index.php)から activity 

reportの提出をお願い致します。 


